
情熱と個々への配慮

１ 患者さんの病前の社会背景と病状を理解し、
個々を尊重する治療に努める。

２ 医療の情報開示を行い、患者さんとの信頼
関係を大切にした医療を行う。

３ 地域医療連携を密にし、精神科・心療内科
の基幹病院としての役割を担う。

４ 臨床研究を行いながら、優れた医療人の育
成に努める。

五稜会病院の理念

患者さんの権利綱領

五稜会病院の職員は、患者さんの次の権利を順守
して日々の医療を行います。

１ 安全で適正な医療を公平・平等に受ける権利
２ 個人の生き方、信条、尊厳などが尊重される権利
３ 病状、検査結果、治療方法・結果などについて、

納得のいく説明を受ける権利
４ 十分な説明や情報提供のもとで、どのような医療

を受けるかを選択する権利
５ 如何なる不利益を受けることなく、検査・治療な

どを拒否する権利
６ 希望によりセカンドオピニオン（他の医師の意見

を聴くこと）を受ける権利
７ 如何なる場合も、個人情報やプライバシーが守ら

れる権利

札幌市北区篠路

学会・研究発表

五稜会病院では、最新の医療を提供出来るように、
日々研鑽しております。例年、札幌市病院学会、北海
道病院学会、日本精神科医学会学術大会などの地方会、
全国学会、研究会へ積極的に参加しています。

御 案 内

最近では、オンラインでの学会が増え、オンライン配

信など、今までにないやり方になっています。

学会・研究会

★第47回札幌市医師会医学会（Web発表）

令和4年2月13日

「単科精神科病院におけるｺﾛﾅ禍の思春期症例の動向～

五稜会病院での17歳のｶﾙﾃ～」 中島公博

★日本心身医学会北海道支部例会（Web発表）

令和4年2月27日

「家族療法によって回復した10代の神経性やせ症の一例」

八幡朋奈

★第42回札幌市病院学会（Web発表）

令和4年3月1日～15日

「成人期ADHD患者を対象とした認知行動療法ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の予備的検討」 宮村真季

「ｺﾛﾅ禍におけるｱﾙｺｰﾙ依存症外来集団療法への取り組み」

旭 俊恵

「精神科における本人参加型多職種ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの実践報告」

難波直喜

論文・エッセイのご紹介

●民間の単科精神科病院における臨床治験の検討

中島公博 札幌市医師会医学会誌 2021

●最近の精神科医療の関する話題

～厚生労働科学研究補助金障害者総合推進事業から～

中島公博 北海道精神科病院協会 2022

★ワインエキスパート合格体験記

中島公博 北大第二外科同門会報 2022

令和4年になっても、今度はオミクロン株のコロ
ナの勢いが止まりません。連日のたくさんの陽性者
で北海道もまん延防止等重点措置の適応になりまし
た。何時になったら普通の生活に戻るのでしょう
か。五稜会病院では、コロナの第3回目のワクチン
接種を行っております。今回は、当院に通院中の患
者さん家族も対象にしています。コロナのまん延防
止に対して、少しでも貢献が出来れば幸いです。
今年の冬は大雪でした。昨年12月からの積雪、新

年早々の雪、そして2月には2回もの大雪で、バスや
JRなど交通網にも大きな影響がありました。除雪が
間に合わず、その後の道路事情もこれまでに無いほ
どに悪化して、通院、通勤にも支障を来しました。
オミクロン・大雪とダブルパンチです。
明るい話題と言えば、北京オリンピックで日本人

選手の活躍がありました。金3個、銀6個、銅9個の
計18個のメダルは最高の数です。すごいですね。

医療法人社団五稜会病院理事長・院長：中島公博

令和4年2月の五稜会病院正面写真です。今年の冬は
大雪でした。道路も寸断、バスもJRも止まって通院、
通勤にも支障がでました。雪解けが待ち遠しいです。

最近の精神科医療政策のご紹介

★令和4年4月から診療報酬が改定されます★

診療報酬は、技術やサービスの評価である医科診

療報酬・歯科診療報酬・調剤報酬と、物の評価であ

る薬価・材料価格に分けられます。 診療報酬改定は、

報酬の内容や点数の見直しを行うために、原則とし

て薬価については1年に1回、その他の報酬や価格に

ついては2年に1回実施されます。令和4年は、病院の

診療報酬の改定の年になります。

患者さんには、直接関係がないと思うかもしれま

せんが、自己負担が変わったりもしますので多少の

影響はあります。国がどういう診療に重点を置いて

いるのかが分かりますので、多少は知っておいても

損はありません。

改訂に当たっての基本認識

以下の項目が挙げられております。

・新興感染症等にも対応できる医療提供体制の構築など

を取り巻く課題への対応

・健康寿命の延伸、人生100年時代に向けた「全世型

社会保障」の実現

・患者・国民に身近であって、安心全質の高い医療実現

・社会保障制度の安定性・持続可能確、経済財政と調和

精神科で関係する改訂内容を列記します。

・アルコール依存症の外来患者に対する集団療法評価の新設

・摂食障害入院医療管理加算及び身体合併症管理加算の見直し

・精神科外来に通院する重点的な支援を要する患者対し、多

職種による支援の評価の新設

・児童思春期精神科専門管理加算の見直し

・通院・在宅精神療法の見直し

精神保健指定医による通院・ 在宅精神療法について、新

たな評価を行います。

・精神科救急医療体制の整備推進

精神科救急入院料について、名称を精神科救急急性期医

療入院料に変更するともに、入院期間応じた３区分の評価

に見直す。

精神科急性期治療病棟入院科について入院期間に応じた

３区分の評価に見直す。また、当該入院科を算定する病棟

の同床数を130床以下に限定する。

・こころの連携指導科

孤独・孤立の状況等を踏まえ、精神科又は心療内科に紹

介された精神疾患を有する患者等に対して、当該診療科の

医師が、かかりつけ医等と連携して指導等を実施した場合

の評価を新設する。

・救急患者精神科継続支援科の見直し

自殺企図患者等に対する効果的な指導に係る評価を推進

する観点から、救急患者精神科継続支援科について要件及

び評価を見直す。

当院は患者さん本位の医療を提供しようと

考えております。

お気づきの点はご相談下さい。

五稜会病院 概要
標榜科名：精神科・心療内科・内科・消化器科

病床数 193床
急性期病棟 48床
ｽﾄﾚｽｹｱ・思春期病棟 48床
療養病棟 A 49床
療養病棟 B 48床

従業員数 約 200名
医師数 常勤 8名 非常勤 6名
看護師 83名 准看護師 9名
薬剤師 2.5名
臨床検査技師 1名 非常勤 4名
臨床心理士 11名 （公認心理師 9名）
作業療法士 9名 ｽﾎﾟｰﾂｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 5名
精神保健福祉士 9名 管理栄養士 2名

五稜会病院沿革

開 設 昭和47年（1972年）

医療法人開設 平成２年（1990年）
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編集後記
今年の冬は大雪で、バス、JRは動かないわで大変で
した。除雪機も壊れて応急処置をしました。新しく購
入しようと思っても在庫切れ。来期はどうなるやら。
オミクロン株、早く収まって欲しいですね（K.N)

治験のご協力のお願い
現在、当院では「統合失調症」「小児統合失調症」
に対する薬剤の臨床治験を行っています。創薬（薬を
創りだす）は国家戦略の一部です。臨床治験を行わな
いと、良い薬を世の中に出すことは出来ません。参加
される方には負担軽減としての費用を差し上げています。

統合失調症とは

統合失調症は、現実とのつながりの喪失、幻覚（通常

は幻聴）、妄想（誤った強い思い込み）、異常な思考や

行動、感情表現の減少、意欲の低下、精神機能（認知機

能）の低下、日常生活（仕事、対人関係、身の回りの管

理など）の問題を特徴とする精神障害です。

IRB（ 治 験審査委員会）

治験を実施する際に、倫理性に問題がないか、治験参加

者の「人権」と「安全性」に問題が無いかなど、治験の

倫理性、安全性、科学的妥当性を審査する組織です。

五稜会病院では、月に1回開催しています。



 
 

 

 

 

 


